
一般社団法人日本老年歯科医学会 2020 年度第 16 回理事会 議事録 

 

日 時：2020年 12月 18日（金）15：10～18：15 

場 所：Web開催 

出席者 

水口俊介、羽村章、片倉朗、上田貴之、池邉一典、小野高裕、山崎裕、小笠原正、菊谷武 

戸原玄、佐藤裕二、吉田光由、松尾浩一郎、河相安彦、竹島浩、大神浩一郎、石黒幸枝 

柏崎晴彦、髙橋一也、岩佐康行、平野浩彦、米山武義、阪口英夫、糸田昌隆 

菅武雄、大野友久、會田英紀、渡邊 裕 各理事（28名） 

 

山根源之、森戸光彦 各監事（2名） 

 

金澤学、竜正大、岡田和隆、中根綾子、佐川敬一朗、原豪志、高橋賢晃、伊藤誠康、田村暢章 

小原由紀、山添淳一、川本章代、若杉葉子、森田一彦、遠藤眞美、田中恭恵、赤松那保、髙橋利士 各

幹事（18名） 

 

井上農夫男、小正裕、櫻井薫、山根瞳、渡邉郁馬 各名誉会員（5名） 

 

欠席者 

服部佳功、弘中祥司理事（2名） 

 

髙橋利士、堀一浩、古屋純一、太田緑、大久保真衣、石川健太郎、貴島真佐子、尾﨑研一郎 各幹事 

（8名） 

 

Ⅰ．開会の辞（片倉副理事長）  

 片倉副理事長より、開会の辞が述べられた。 

Ⅱ．物故会員（長尾正憲 名誉会員（元理事長）ご逝去日 2020.11.24）への黙祷が行われた。 

Ⅲ．理事長挨拶 

 水口理事長より、参集のお礼が述べられた。 

Ⅳ．議長選出 

定款に則り、水口理事長が選出された。 

Ⅴ．確認事項 

１．定足数の確認 

上田理事より 28名の出席と 1名の委任状により、定足数〔定款第 32条、理事現在数（30名）の

2分の 1以上の出席〕を満たしていることが確認された。 

２．2020年度第 6～15回理事会議事録 

 水口理事長より資料を元に説明があり、確認された。 

Ⅵ．協議事項 

１．新規入会者の承認について 

上田理事より資料を元に説明があり、承認された。 

２．認定制度について 

1）認定医審査時の評価について 

 柏崎理事より資料を元に新しい運用方法が、承認された。 

2）指導医制度規則一部改正について 

 柏崎理事より改正案の説明があり、承認された。 

３．財務状況について 

1）今年度財務状況 

2）来年度予算計画 

山崎理事より資料を元に、今年度財務状況と来年度予算計画が報告された。新型コロナウィルス

感染症の影響により、財務状況は大きく変わってきており、学会活動がオンライン化されたこと



による支出の減少により、黒字化されている。積立金（老年歯科医学用語辞典、周年事業、研究

事業）などの見直しと整理を行い、学術大会支援積立金などを新たな積立を行うことが報告され

た。 

４．令和 4年度診療報酬改正に向けて 

菊谷理事より診療報酬改正に向けて技術提案書を作成している旨の説明が報告された。口腔機能

包括検査・オンライン診療・終末期口腔機能管理は継続提案を行い、オーラルクリティカルパス・

コロナにおける感染対策に係る加算・抜歯後出血以外口腔止血処置を追加して提案して行うこと

が報告された。 

５．賛助会員の入会について 

 株式会社Doctorbookが賛助会員として承認された。 

６．来年度事業計画について 

 水口理事長より、資料に基づいて来年度事業計画に関して報告された。上田理事より、来年度の予算

編成に必要な事項は各委員会から早めに報告を行うように説明された。 

 

Ⅵ．報告事項  

１．会務報告 

 水口理事長よりこれまでの活動報告が行われた。 

２．総務報告 

 1）今後の会議予定 

上田理事より資料を元に、以下のように今後の会議予定が報告された。 

【常任理事会】 

・第 1 回常任理事会 4月下旬頃 ※会計監査含む 

・第 2 回常任理事会 5月 28日(金)13:00~14:30 

【理事会】 

5月 28日(金)15:00~18:00  

【定時社員総会】 

5月 29日(土)19:00~20:00 

【第 32 回学術大会】 

Live 配信 6月 11~13日(金・土・日) オンデマンド配信 6月 13~27日 

※表彰式 学術大会の閉会式に行う。 

 2）会員状況 

上田理事より資料を元に、会員が増加している旨が報告された。  

 3）ロゴマーク・シンボルマーク使用に関する細則 

上田理事より資料を元に、細則が改定された旨報告された。 

   4) 会員データベースに関して 

日本旅行と口腔保険協会 OHASYS での会員データベースの管理を行なっていたが、今後は

OHASYSに一本化されることが報告された。 

３．学術報告 

１）学術委員会報告 

池邉理事より資料を元に、口腔機能低下症の診断基準の改定、第 32回合同学術大会などに関する

活動内容が報告された。 

２）学会設立 30周年記念大会/第 31回学術大会 

水口大会長より学術大会は参加者が1500名弱として、盛会に終了したこと報告と御礼があった。

河相記念祝賀会準備委員長より記念式典・記念シンポジウムがWebにて行われたこと、その際の

動画がHPに掲載されていることが報告された。 

  ３）第 32回学術大会 

河相大会長より資料を元に学術大会の概要が報告された。HP と参加登録は近日中公開予定であ

り、学会終了後に 2週間オンデマンド視聴が可能な旨、演題登録の締め切りは 2月 1日、課題口

演のテーマ変更、一般口演は音声付き動画、一般ポスターは音声付き e－ポスターの提示とする



ことが説明された。 

４）第 33回学術大会 

小野大会長より 2022 年 6 月 10 日(金)-12 日(日)に新潟市内の新潟市民芸術文化会館りゅーとぴ

あにて行うことが報告された。 

５）第 34回学術大会 

  菊谷大会長候補より、合同大会であることから老年学会との調整が必要な旨報告された。 

６）令和 2年度老人保健健康増進等事業 進捗状況 

渡辺理事より本年度の事業にて令和 3 年度の介護報酬改定の資料を提出した旨、次年度は介護報

酬改定の検証作業を行う可能性がある旨が報告された。 

７）令和 2年度厚生労働省委託事業 進捗状況 

池邉理事より資料を元に活動内容が報告された。12 施設により 12 月までにデータ収集を行い、

年度末に報告書を提出予定である旨が報告された。 

 ８）令和元・2年度 日本歯科医学会プロジェクト研究 中間報告 

平野理事より研究内容の進捗が報告された。 

４．編集報告 

 小野理事より、資料を元に、投稿論文が多く、評議員に査読を依頼することもある状況が説明さ

れた．「認定医審査症例レポート投稿要項」の改定が承認された。上田理事よりGerodontologyに

関して、採択率が 20%から 14％に減少したこと、査読者を探しが困難なこと、日本は投稿数 2

位・掲載数 1位、口腔機能低下症のポジションペーパーのダウンロード順位は第 3位であること

が報告された． 

 ５．財務報告（山崎委員長） 

  1）月次報告 

 山崎理事より、資料を元に、8 ヶ月間の報告がされた．COVID-19 の影響で執行率が低くなって

部門もあり、収支 1500 万円の黒字となっている旨報告された． 

  2）会費未納者 

 山崎理事より、資料を元に、未納者の報告がされた．上田理事より 2018年度未納者は 3月 31日

に強制退会となる旨説明された。 

６．各種委員会 2020年度活動実施状況 

１）教育委員会 

小笠原理事より、資料を元に、活動内容の報告がされた．戸原理事より、摂食嚥下障害に関する

現状の把握を行う旨説明があった．「新型コロナウィルス感染症の蔓延後の歯学部教育の実態調査」

の報告は紙/電子媒体の選択は編集委員会に一任することとした．1 月 28 日の編集委員会に報告

書をあげることとした。 

２）社会保険委員会 

菊谷理事より、診療報酬改定に向けての活動と今年度改定予定の介護保険改定の情報収集資料作

成を行っている旨説明された。 

３）ガイドライン委員会 

戸原理事より、資料を元に、活動情報が報告された．また、今後は脳卒中患者への医科歯科連携

に関するガイドブックのガイドライン化を行うことが報告された．小野理事よりPAPのガイドラ

インについて、極端な意見のパブコメについては適度に対応すること提案された。  

４）在宅歯科医療委員会 

佐藤理事より、資料を元に、COVID19対応型歯科オンライン訪問診療指針作成、在宅歯科医療、

オンライン診療に関する活動情報が報告された。 

５）摂食嚥下リハビリテーション委員会 

吉田理事より、資料を元に、活動情報が報告された．摂食機能療法専門歯科医師ポスター審査は

対面で行う方向で検討することが報告された。 

６）国際渉外委員会 

松尾理事より、資料を元に、主に台湾、ヨーロッパとの活動内容と活動計画が報告された．2021

年 4 月 9、10 日にECG が開催され、ドイツ語とフランス語の発表は日本語にも同時通訳される

予定なので、日本からも参加数を増やしたい旨説明された。 



７）広報委員会 

河相理事より、資料を元に、活動内容と活動計画が報告された。SNS（Facebook、Twitter）はフ

ォロワーを増やしたい旨説明があった。イメージキャラクターの名前を会員から公募することが

承認された。 

８）研修委員会 

竹島理事より、資料を元に、活動内容と活動計画が報告された。本年度内は 1 月に摂食嚥下リハ

ビリテーション委員会が行うことが報告された。開催方式は現状のままでよいことが確認された。

上田理事より、年 6 回ほどで研修委員会と各種委員会で調整しながら検討していただきたい旨、

常任理事会で確認されたことが報告された。20201年 2月に多職種連携委員会と 3月に歯科衛生

士関連委員会の研修会を行うことが報告された。 

９）学術用語委員会 

大神理事より、資料を元に、活動内容と活動計画が報告された。用語集第 3 版は提案の見積もり

に加えて、PDFも作成することが承認された。 

10）歯科衛生士関連委員会 

石黒理事より、資料を元に、認定歯科衛生士の認定、主催セミナーに関する活動内容と活動計画

が報告された。 

11）認定制度委員会 

柏崎理事より、資料を元に、活動内容と活動計画が報告された。事務局より認定医の筆記試験を

オンラインでおこなったが、Moodle等のオンラインプラットフォームの整備が必要である旨、説

明があった。 

12）専門医試験問題委員会 

高橋理事より、資料を元に、専門医の認定審査に関する活動内容と活動計画が報告された。事務

局より学会にてマークシート用スキャナを購入した旨説明された。 

13）多職種連携委員会 

岩佐理事より、資料を元に、セミナー、学術大会シンポジウムに関する活動内容と活動計画が報

告された。また、新たなオブザーバーを追加することを検討している旨報告された。 

14）支部組織・地域保健医療福祉委員会 

平野理事より資料を元に、活動内容が報告された。 

15）学会間連携委員会 

水口理事長より、資料を元に、新しいWG の設立に関して活動内容と活動計画が報告された． 

16）表彰委員会 

米山理事より資料を元に、活動内容が報告された。第 31回学術大会での表彰が終わったことへの

御礼、課題口演・優秀ポスターの規定の見直し、第 32回の学術大会、優秀論文賞と日本老年歯科

医学会歯科医学賞の公募の依頼、第 33 回の優秀ポスター賞の「歯科衛生士部門」の対象の改正を

行ったことが報告された。 

17）規程委員会 

坂口理事より資料を元に、優秀ポスター賞・指導医制度規則・ロゴマークに関する規定改定につ

いて報告された。 

18）倫理委員会 

田中幹事より、資料を元に、高齢者歯科医療・保健に関するシンポジウムなど、活動内容と活動

計画が報告された。 

19）倫理審査委員会 

糸田理事より、資料を元に、現在 1 件審査中であること、今後引継ぎ内容を明文化することなど、

活動内容と活動計画が報告された。 

20）利益相反委員会（菅委員長） 

菅理事より、資料を元に、活動内容と活動計画が報告された。 

21）特任（病院歯科）委員会（大野委員長） 

大野理事より、資料を元に、活動内容と活動計画が報告された．アンケート調査への協力をいた

だきたい旨説明された。平野理事より、厚労省とも協力して病院歯科の発展のために、尽力して

頂きたい旨説明があった。菊谷理事より、社会保険委員会でも検討中のことがあり、連携して進



めていくことが確認された。 

７．日本歯科医学会報告 

佐藤理事より、活動内容に関して報告があった。 

第 24回日本歯科医学会学術大会が原則無観客ライブ配信となったことが報告された。 

 

８．日本歯科医学会連合報告 

水口理事長より、連合からの専門医制度に関する調査の回答をおこなった、国際活動委員会企画

フォーラムは松尾理事が発表すること、学術会議に関する活動、医療系学会協議会に関する活動

が報告された。 

９．日本歯学系学会協議会報告 

羽村理事より、Web のセミナーへの参加の御礼があった。第 24 回日本歯科医学会の協賛団体と

して日本歯学系学会協議会が認められた旨、報告された。 

10．歯学系学会社会保険委員会連合報告 

 佐藤理事より歯保連の活動報告があった。 

11．日本歯科専門医機構 

水口理事長より日本老年歯科医学会、日本有病者歯科医療学会、日本障害者歯科学会にて、総合

歯科専門医（仮）について検討することが報告された。 

12．日本老年学会報告 

1）IAGG-AOR 2023 

松尾理事より 2023 年に 6 月 12-15 日に横浜で開催され、歯科系の企画を検討していることが報告さ

れた。 

2）将来計画委員会・あり方委員会報告  

 上田理事および平野理事より、高齢者の運転に関することなどがあり方委員会で議論されている

旨、報告された。 

13．日本医学会 領域横断的なフレイル・ロコモ対策の推進に向けたワーキンググループ 

池邉理事より領域横断的なフレイル・ロコモ対策の推進に向けたワーキンググループの説明が行

われた。池邉理事より WG 設立の依頼があり、WG 長を池邉理事として、渡辺理事に副 WG 長とす

ることとして承認された。 

14．学術大会企画の録画記録の扱いについて 

録画記録に関しては学会所有のものとして、再利用は認めない。スポンサードシンポジウムを提

供した企業へも同様とする。ただし、共催団体の内部資料として使用することは許可をする。ス

ポンサードシンポジウムの著作権に関しては趣意書に記載することが確認された。 

Ⅶ．閉会の辞（羽村副理事長） 

羽村副理事長より、2年間の理事長としての活動へのご支援とご協力に対する御礼がなされた。 

 


